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６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のため

の事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

 

［１］街なか居住の推進の必要性  

 

（１）これまでの取り組みと現状 

 

中心市街地においては、第１期基本計画に位置づけた、第一種市街地再開発事業（277 戸）

や、新世界地区（第一期工区）優良建築物等整備事業（158 戸）の事業実施により、老朽住宅

などが密集する低・未利用地の高度利用と生活環境の改善が図られ、良好な都市型住宅の供

給が行われた。また、九州新幹線久留米駅開業に伴い交通結節機能が強化され、生活の利

便性が向上し、同駅周辺における民間のマンション建築など住宅建設が活発に行われてい

る。 

本市においても、将来的に人口減少が予測されているが、中心市街地においては、人口が

増加傾向にあり、街なか居住人口の数値目標を達成する見込みとなっており、第1期基本計画

に位置づけた事業をはじめとする住宅供給の効果によるものであると思われる。さらに、年齢構

成も中心市街地においては、高齢者の増加はあるものの、全市と比較し高齢者率が減少し、年

少人口が増加するなど、若いファミリー層が増えているものと推測される。 

 

（２）居住環境の整備の必要性 

 

市域においては、将来的な人口減少が予測されており、コンパクトなまちづくりを推進するた

め、今後も中心市街地の街なか居住の促進を図り、賑わいや活動の基となる定住人口の増加

を図っていく必要がある。また、持続可能なまちづくりのために、過度に自動車に依存すること

なく、歩いて多様なサービスを受けることができる利便性が高い環境整備を進め、都市型居住

の促進を図っていくことが必要である。 

そのための取り組みとして、中心市街地に点在する低・未利用地の有効活用した都市型住

宅の供給や商業、雇用、文化芸術、医療、福祉などの都市機能をさらに充実させ、魅力的で、

安全快適な生活環境の整備が求められている。また、都市景観形成に努めるとともに、公共交

通の利便性向上を図ることにより、誰もが暮らしやすく、暮らし続けていける街づくりを目指して

いく必要がある。 

 

（３）フォローアップの時期 

 

  計画期間の各年度に各事業の進捗状況を調査し、状況に応じて事業の促進などの改善措

置を講じる。また、計画期間の最終年度に、再度進捗状況を調査し、中心市街地活性化の効

果的な推進を図るものとする。 
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［２］具体的事業の内容 

 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

   該当なし 

 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内

容及び実施

時期 

実施主体 
中心市街地の活性化を実現するための

位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他の

事項 

【事業名】 

新世界地区

（ 第 ２ 期 工

区）優良建

築物等整備

事業 

（再掲） 

 

【事業内容】 

延床 

10,300 ㎡ 

地上 19 階 

商業店舗施

設 

住宅９１戸 

 

【実施時期】 

H25～H28 

 

推進協議

会 

○位置づけ 

六ツ門地区の居住環境を改善するた

め、老朽家屋が密集する新世界地区の高

度利用を図り、良質の都市型住宅供給によ

り中心市街地活性化促進のための環境整

備を進める。 

 

○必要性 

新世界地区は、幹線道路から路地に沿

って複数の狭小宅地が立ち並んでいるが、

その多くは公道へ接道していないため、建

替えが行われず老朽化が進んでいる。 

そのため、共同建替えにより、市街地の

整備改善と街なか居住に適した優良な住

宅の供給を行うことにより、街なか居住の推

進を図る。 

この事業は「快適な生活環境のもとで、

暮らしやすく住み続けたい街」という目標を

達成するため必要な事業である。 

 

【支援措置】 

社会資本整

備総合交付

金（優良建築

物等整備事

業） 

 

【実施時期】 

H25～H28 

図面番号 

4 

【事業名】 

銀座地区優

良建築物等

整備事業 

（再掲） 

 

 

 

 

推進協議

会 

○位置づけ 

 銀座地区は、西鉄久留米駅と六ツ門地区

の中心に位置しており、中心商店街のアー

ケードに一部隣接している。 

 老朽家屋が密集する銀座地区の高度利

用を図り、市街地の整備改善と街なか居住

に適した優良な都市型住宅供給を促進し、

中心市街地活性化を推進する。 

 

【支援措置】 

社会資本整

備総合交付

金（優良建築

物等整備事

業） 

 

 

 

図面番号 

5 
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【事業内容】 

延床 

7,800 ㎡ 

地上 15 階 

住居 8４戸 

 

【実施時期】 

H25～H29 

 

○必要性 

銀座地区は、幹線道路から路地に沿っ

て飲食街を形成しているが、複数の狭小宅

地であり、その多くは公道へ接道していな

いため、建替えが行われず老朽化が進ん

でいる。 

共同建替えにより、市街地の整備改善と

街なか居住に適した優良な住宅の供給を

行うことにより、街なか居住の推進を図る。 

 この事業は「快適な生活環境のもとで、暮

らしやすく住み続けたい街」という目標を達

成するため必要な事業である。 

 

【実施時期】 

H25～H29 

   

  

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内

容及び実施

時期 

実施主体 
中心市街地の活性化を実現するための

位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他の

事項 

【事業名】 

地域優良賃

貸住宅助成

事業 

 

【事業内容】 

優良賃貸住

宅に対する

助成 

 

【実施時期】 

H21～ 

 

久留米市 ○位置づけ 

 高齢者や子育て世代に優しい共同住宅

を街なかに誘導し、歩いて暮らせるまちづ

くりを推進する 

 

○必要性 

 民間事業による住宅開発に際し、バリア

フリーで、高齢者や子育て世代に優しい住

宅を供給し、街なか居住を推進する。 

 この事業は「快適な生活環境のもとで、暮

らしやすく住み続けたい街」という目標を達

成するため必要な事業である。 

 

【支援措置】 

社会資本整

備総合交付

金(地域優良

賃貸住宅整

備事業) 

 

 

 

【実施時期】 

H22～ 

 

図面番号 

18 

 

 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

   該当なし 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内

容及び実施

時期 

実施主体 
中心市街地の活性化を実現するための

位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他の

事項 

【事業名】 

通東エリア居 

住環境推進 

事業 

 

【事業内容】 

通東エリアの 

居住環境の 

改善 

 

【実施時期】 

H26～ 

久留米市 

土地開発 

公社 

○位置づけ 

 通東エリアの居住環境の改善を図るた

め、暴力団事務所の撤去跡地に商業施設

等を誘致し、中心市街地の活性化と周辺

地域の新たな賑わいの創出を図る。 

 

○必要性 

 本市は、市民の安全で平穏な生活の確

保と社会経済活動の健全な発展に寄与す

るため、暴力団の排除に取り組んでおり、

暴力団事務所を撤去し、通東エリアの居住

環境の改善を図る。 

 この事業は「快適な生活環境のもとで、暮

らしやすく住み続けたい街」という目標を達

成するため必要な事業である。 
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